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世界史A授業の実践報告
―「世界史離れ」を防ぐための試み ―

地歴科　小田原健一

　全国的な傾向として世界史を選択する生徒が少ないのが、現在の高校教育の現場である。その
善し悪しは別として、世界史を専門とする地歴科の一教員としては、より多くの生徒に世界史へ
の興味・関心を高めてもらいたいという願いがある。今年度、世界史 A の授業で（つまり、受験
科目として世界史を選択しなかった生徒を対象に）行った試みを報告したい。

＜キーワード＞「世界史離れ」　他教科との連携

1 　はじめに
　理科離れという言葉が定着し、それに対する改善策が各方面から提案されている。ところで、「世
界史離れ」という言葉は、一般的に使われているわけではないが、次の表 1 に示す通り世界史選択者
が日本史選択者より少ないのは明からであり、私自身も生徒が世界史を敬遠していたり、苦手とした
りしている感覚を持っている。

表 1　センター試験の地歴B科目の受験者数の推移（単位：人）

（大学入試センターＨＰより作成）

　なお、センター試験が始まった平成 2 年度は地歴に A・B 科目はなく、受験者数は世界史115,112人、
日本史121，260人、地理118,064人と 3 科目の受験者数は拮抗していた。
　現在、日本史の必修化が検討されているなかで、世界史選択者がさらに減少するのかは判断しかね
るが、世界史が軽んじられるような事態は好ましくはないと思っている。

2 　今年度の授業実践
　本校では 2 年生の文系の生徒を対象に日本史・世界史の A 科目を 2 単位、B 科目を 3 単位開講し
ている。全ての生徒が B 科目を受験科目とするので、世界史 A の受講者は日本史を受験科目として
選んだ生徒であり、日本史 A の受講者は世界史を受験科目として選んだ生徒である。今年度の受講
者数は世界史 A・日本史 B が50名、日本史 A・世界史 B が67名であり、世界史を受験科目として選
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んだ生徒の方が多い。本校では全国的な傾向とは異なり、年度により、日本史・世界史の選択者数は
同程度であったり、世界史の方が上回ったりすることもある。
　今年度、2 年生の世界史 A の授業では、より多くの生徒が世界史への興味・関心を高め、さらに
それが日本史 B の学習意欲の向上にもつながることを目的に以下のような実践をし、生徒へのアン
ケート調査を実施した。（　）内は実施時期と教科書の単元名である。

1 　ツタンカーメンのお面をかぶっての授業
（ 4 月：オリエントの古代文明）
2 　ペットボトルキャップを利用してピラミッド作りを体験しよう
（ 5 月：オリエントの古代文明）
3 　調べ学習と 5 分間での発表　＊調べ学習 4 時間と発表 2 時間
（ 7 月～ 9 月：調べる対象は教科書に記載されているものから自由に選べることとした）
4 　グーグルアースを利用してコロンブスの航海航路をたどれるかに挑戦
（ 9 月：大航海時代の始まり）
5 　理科教員による地動説の動画解説
（ 9 月：ヨーロッパのめざめ）
6 　クロムウェルの首の話
（10月：ヨーロッパ諸国の国づくりと文化の発展）
7 　段ボールで作成した教材を使ってフランス革命の一場面を再現する授業
（11月：ヨーロッパ近代化の出発点　フランス革命）
8 　グループ活動と発表会　＊グループ活動 5 時間と発表会 2 時間を予定
（12月～ 1 月：世界史の授業で印象に残った一場面を劇、紙芝居、人形劇などの形態で演じて発表
する）

　アンケートではまず、上の 1 ～ 7 の実践の中で最も良かった授業を選んでもらい、表 2 のような
結果となった。なお、8 については、現在グループ活動を実施中のため、今回のアンケート対象とは
していない。

表 2　アンケート結果（単位：人）
授業 最も良かったと答えた生徒数

1 　ツタンカーメン 1
2 　ピラミッド作り 12
3 　調べ学習 5
4 　コロンブスの航路 9
5 　地動説の動画解説 3
6 　クロムウェル 6
7 　フランス革命の一場面を再現 15
＊注：アンケート当日は欠席者がいたが、合計生徒数が51名と受講者数を
　上回っているのは、複数回答した者が数名いたためである。
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3 　動画を利用した他教科との連携授業
　今回は世界史に限らず、様々な授業で実践出来る可能性のある動画を利用した他教科との連携授業
について報告したい。
　昨年度に所属していた進路指導部の部会で、ある教員から「教科間で連携した授業ができないか」
という提案があった。日頃、学習している事柄が様々な点で関連していることを生徒に意識させ、学
習意欲の向上も期待できる試みであり、他校での実践事例もある。しかし、いざ実行するとなると、
授業の回数が増えたり、場合によっては時間割変更が必要となったりで、実行には至らなかった。そ
こで今年度、教員の空き時間に空き教室で授業の記録映像を iPad で撮影し、その様子を実際の授業
中に動画で流すことを試みた。このことにより、教員の負担増を抑え、他教科間でティームティーチ
ング（もしくは、それに近い授業）を行える体制をつくることを狙っている。

4 　理科教員による地動説の動画解説
　ルネサンスを扱う単元では、A・B 科目ともレオナルド = ダ = ヴィンチやミケランジェロをはじ
めとする華やかな文化・芸術活動に主眼が置かれがちである。しかし、ルネサンスの精神とはキリス
ト教の倫理観に縛られた中世の状況から脱却し、人間の個性や自由を尊重しようとするものである。
まさに、神中心の世界から人間中心の世界への転換時期なのである。このことを生徒に印象づけるた
めの題材としては、当時の科学技術の発展、とりわけキリスト教会が唱える天動説から地動説への動
きが最適と考える。
　実際の授業の展開を以下に簡潔に示す。

（ 1 ）　 2 世紀にプトレマイオスが唱えた天動説がキリスト教勢力の拡大とともに受け入れられてい
た状況を解説する。

（ 2 ）　1530年頃、聖職者でもあるコペルニクスが地球が動いていることに気づいたもののそれを死
の直前まで公表しなかったことを解説し、その理由を考察させる。

（ 3 ）　ジョルダーノ = ブルーノが地動説を撤回しなかったため、キリスト教会により火刑に処せ
られたことを解説する。

（ 4 ）　ガリレオ=ガリレイが天体観測により、地動説の正しさを証明しようとしたことを解説する。
（ 5 ）　教科書に記載のあるコラムを見せながら、ガリレオ = ガリレイの宗教裁判の解説をする。

また、彼の名誉がローマ教皇によって1992年にようやく回復されたことを解説する。

　以前から上の（ 4 ）の場面を私の知識では上手く説明できずに、改善策を検討していた。昨年度、
教科間の連携授業の提案を聞いてからは、理科教員の力を借りることで、この課題を解消できると考
えていたが、先ほど述べた通り実施にはいくつかの問題があったため、今年度の授業は記録映像で行
うこととした。写真 1 ・2 はその動画の一場面である。



24

　アンケートでは、最も良かった授業を選んだ理由を尋ねた。以下はこの授業を最も良かったと答え
た生徒が書いた文章である。
「ほかの分野の先生の話もきくことができて理解が深まったと思いました。」
「とてもわかりやすく、その単元が頭によく残っていたところ。」
「世界史っぽくなく新鮮でした。深いところまで知れてよかったです。」

　生徒の感想から、理科教員による解説を聞き理解が深まったこと、他教科との関連性を意識付けら
れたことが伺える。またアンケートの最後に今回の授業の改善点と他に使ってほしい場面について尋
ねた。以下に主な意見を示す。
「自分でも実験してみたいと思った。」
「場所の問題でみにくかった。」
「動画は自分にはちょっとむずかしかったです。」　他に 1 名
「科学技術がどんどん進化していくたびに登場してほしいです。」
「動画だと少し見づらかった。実際にやってもらえるともっと記憶に残る。」　他に 2 名
「科学技術を説明するとき」
「人間関係を説明するときは、動画やイラストがあると分かりやすいです。」　他に 1 名
「スムーズに機器が扱えるとより良いと思いました。他の教科の先生とのコラボレーションはいい
アイデアだと思いました。」

　これらの生徒の意見からも理科教員との連携により、世界史の授業の理解度を深め、興味・関心を
高める成果はあったと考えられる。さらに他の科学技術の説明にも使用してほしいという意見が 2 人の
生徒から出たが、私も科学技術関連の内容で、理科との連携をさらに検討していたところであった。（後
ほど述べるが、産業革命を扱う単元での実施を検討中である。）また一方で、教室の明るさ、生徒の位
置によって動画が見づらい（実際にあるクラスでは想定以上に教室内が明るく事前に試した時より、か
なり見づらくなってしまっていた）、動画の準備に一定の時間がかかってしまう、実演したほうが当然
ながらわかりやすい等の課題も明らかになった。現在、考えている改善策は以下の通りである。

写真 1 写真 2

3人の天文学者についての解説 模型を利用した実験



25

1 　可能な限り教室移動を行い、暗幕のある教室で実施する。
2 　動画による解説を次回授業の導入として行い、授業前に準備を済ませる。
3 　動画と実演を併用できるよう年間の授業計画を組む。

　改善策 3 の実施については困難も予想されるが、生徒が少しでも世界史に興味・関心がもてるよう、
今後も試行錯誤を続けたい。

5 　まとめ
　今年度の動画による授業はまだまだ多くの改善点を抱えているが、理解度を深め、興味・関心を抱
かせるための試みとしては有意義なものと捉えている。「世界史離れ」という事態をまねかないため
にも、他教科との連携方法をさらに探っていきたい。また、動画を利用した他教科との連携授業はど
の教科でも実践可能なものでる。別の理科教員からは、生物の授業で、生物の変異と進化を扱う単元
で、「ダーウィンが世に与えた影響や当時の社会の状況を世界史的な視野から解説できないか」とい
う提案をいただいている。
　なお今後、世界史 B を含め実践を検討している場面は以下の通りである。

1 　産業革命という大変革の開始（理科との連携）
　蒸気機関の機能についての解説
　＊この単元については、世界史 A で今年度中の実施を希望し、依頼をしている段階である。
2 　世界史 B における文化史（芸術科との連携）
　絵画・書などの作品やその背景の解説
3 　世界史 B における司馬遷の『史記』（国語科との連携）
　『史記』とその背景の解説

＊今年度は『史記』については、詳しい説明はしなかったが、国語で学習した内容との結びつきに
気づき、関心を示す生徒がいた。

6 　参考文献
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